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抄録 : 保原（2013）のヒット曲性質と経済状況の関係に関する研究に続いて、同じコンテンツ産業に関する分析として、今回は
映画のジャンルに注目した。それにより、少なくとも日本に関する限り、ある特定のジャンルと経済状況とが有意な相関がある
ことが確認できた。現実肯定型のアクションはDI（景気動向指数）と正の相関、現実逃避型のSFと恋愛はDIと負の相関が
確認できた。さらに本研究では、単なる事象の記述にとどまらず、企業行動への応用も考察した。その結果、この相関に則っ
て映画会社が行動した場合、その年の営業成績も好調であるが、その法則に則って行動しない場合はその年の営業成績も不
調になることが示唆された。
（別刷請求先 : 保原伸弘）
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緒言
今や知る人ぞ知るアニメ映画監督宮崎駿の代表作「とな
りのトトロ」は、（映画館での）劇場上映では5.9億円とさほ
ど売り上げ（配給収入）が伸びず、その年の邦画1位の「敦煌」
の配給収入45億円に大きく水をあけられた。しかも、当初
は単独の上映ではなく、野坂昭如原作の「火垂るの墓」との
2本立ての上映であった。「となりのトトロ」が封切された
1989年は、日本におけるバブル景気の絶頂期で、まるで
高度成長自体にアンチ・テーゼを呈するような和やかな
作風は、とてもその頃の日本に受け入れられるようなもの
ではなかった。しかし、同作品の今の一般的な高評価は、
評論家による強い推しもあったかもしれないが、その後の
劇場での上映から離れ、TV番組によって家庭に向けて繰り
返し発信されたころには、日本が平成不況を迎え、バブルの
熱狂から覚め、この作品を見るのにふさわしい状況になっ
ていたことも起因すると思われる。このように、映画産業
を含むコンテンツ産業が作り出す財あるいは商品や作品に
対する市場あるいは社会における評価というのは、その作
品がもつ絶対的な性質だけでなく、その作品が発表した時
期の社会や経済の状況や環境に左右される場合も強い。
もちろんその環境のなかには、Stigler and Becker（1977）の
言及にもよるように、消費者側の学習効果の進行度合い、
例えば、リリースされた当初は作品が難解すぎて消費者側に
理解してもらえないといったいわば構造的な要因も含まれ
るかもしれないが、景気の良し悪しといった循環的あるいは
瞬時的の要因にも影響されると考えるのが自然であろう。 
Keynes（1936）は美人投票が行われた場合、「投票者は
自分自身が美人と思う人へ投票するのではなく、平均的に
美人と思われる人へ投票するようになる」とした。これは
広く解すれば、受け入れられる作品あるいは財の評価は、
その絶対的な性質からだけでなく、その作品が発表した時
期の社会や経済の状況や環境にも左右されるという上記の
主張を補強するものと考える。
保原（2013）は、コンテンツ産業が生み出す財としてヒッ
ト曲を取り上げ、日本のヒット曲の性質と日本の景気循環
の関係に注目し、ヒット曲の性質がいかにリリースされた
時期の経済状況に影響されるかという分析を行った。
また、ヒット曲の性質を探れば、社会の成員が経済状況を
どう受け止めているかという経済状況に対する社会心理も
明らかになることも明らかにした。本稿の問題意識は、
保原（2013）でみられる音楽産業が生み出す財でみられた
経済状況に応じて受けいれられる財の性質が違ってくると
いう現象が同じコンテンツ産業に属する映画産業でも見ら
れるかというものである。
ここで「となりのトトロ」と経済状況の関係で問題に
なったのは、結局のところ作風と経済状況の関係である。
それを踏まえて例えば、映画のストーリーを逐次調べて
ストーリーと経済状況の間に関係があるかを調べて分析に
持っていくという方法も考えられる。しかし、それには
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膨大な時間を要するので、今回はストーリーあるいは内容
を示す代理のものとして映画のジャンルに注目する。
確かに、ストーリーの仔細よりもジャンルに分けて映画
を分類することはいわば大枠で分類をするわけだが、それ
でも見えてくるものがある。例えば、同じ景気低迷期の
1992年であっても、FOXが配給したエイリアン3（SF）は
195億円（興行収入2位）の大ヒットをした。一方で、東宝
東映は、ツイン・ドラゴン、ザ・スタンド、チンギス・ハーン
の3本のアクション映画で挑んだが、いずれも興行収入
1億円がやっとで、会社全体にみても芳しくなかった。
ここではジャンルという大枠で映画を分類したうえで、経
済状況との関係を分析して見えてくるものを論じていきた
い。これが本稿での問題意識である。
柳・李（2014）は、映画産業全体の需要は他の財やサービ
スに比べ不況期にあってもいきなり減少するといった事態
が起こりにくく、比較的不況下にあっても映画産業は不況
に強い産業であるとした。また、上野（2014）は映画におけ
るいわゆるヒット作は不況期に主に登場するとした。
しかし、前述の「となりのトトロ」やFOXや東宝東映の
例でもあるように、不況にあった映画の内容もあれば、
不況にあわない映画の内容もあるわけであり、経済状況と
映画の需要の問題を論じるにあたってはもう少し映画の
内容についての分類をしたうえで分析することがあろう。
また、不況期になるとホラー映画が流行するという通説
があり、複数の識者によってそれが論じられている。しか
し、そこでは具体的な事例をひとつずつあげているだけで
統計的処理に基づいた議論はなされていない。
本稿ではSF、アクション、ドラマといったジャンルに
基づいた分類をしたうえで、統計的推計も行う。また、
本稿では、経済状況に応じて受け入れられる財の性質が
変わるという、現象あるいは法則性が確認、それらの財あ
るいは作品をコンテンツ産業（映画産業）に属する企業が
いかに行動しているかについても言及する。
保原（2013）のヒット曲と経済状況に関する研究では、
企業が生み出した財の性質と経済状況の関係について言及
したが、それは現象面の「記述」にとどまり、それを踏まえ
て企業や消費者がどう行動すべきかといった現実の企業行
動等への議論の還元がなされていなかった。同じ性質をも
つ財あるいは作品あっても、そのリリース（封切）する時期
の状況によって市場あるいは社会での評価が左右されると
すると、企業にとって自社が抱える作品あるいは財をいか
にその性質に相応しい時期にリリース（封切）するか、を
見計らうということが重要となろう。
ただし、今回の分析は洋画すなわち外国映画に絞って分
析をする。すなわち、日本で製作された邦画については分析
しない。また分析対象期間は1981年から2004年に絞る。
ここで、洋画というとき、西洋（欧米や豪州など）で製作され
た映画を指すときもあるが、データの出所である『日本映画
産業統計』の分類にもとづいて中国や韓国といったアジア
圏も含む海外で製作された映画全般を洋画と考える。ラン
キングに占める映画の大部分が西洋（欧米や豪州など）で製
作された映画であるため、この処理でも問題ないと考える。
研究対象と方法
本稿では、日本で封切された洋画の特定のジャンルが、
日本の景況（景気動向一致指数、DI一致指数）と有意な相関
があることを明らかにした（表1）。まず、分析対象期間は 
1981年から2004年までで、日本国内で封切された外国映
画のデータに注目した。キネマ旬報社出版（1981-2004）が
発行するキネマ旬報に掲載される日本映画製作者連盟によ
る『日本映画産業統計』という統計データがあるが、1981年
表1．映画のジャンルと経済状況に関する調査の概要
調査対象 1981年から2004年
資料出所 日本映画産業統計
調査データ 映画：配給収入（1981年から1999年まで）あるいは興行収入 （1999年から2004年まで） 
（日本映画産業統計）
景気動向指数：一致DI （内閣府経済社会研究所、旧経済企画庁）
用いられる変数 被説明変数；日本映画産業統計において アクション映画、SF、ドラマ（恋愛）の配給収入
あるいは興行収入をランキングした映画の配給収入あるいは興行収入の合計で除した
配給収入あるいは興行収入割合
説明変数：内閣府発行の月次景気動向指数（一致DI）を12カ月分（1年分）足して12で
割って、年次ベースに直す。
推計方法 ジャンルごとの映画の収入割合を年次一致DIに時系列を意識して、（最小二乗法による）
単回帰分析する。
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から2004年までの間で『日本映画産業統計』にランキング
された映画を分析の対象とした。すなわち、『日本映画産業
統計』（日本映画製作者連盟 , 1981-2004）は配給収入ある
いは興行収入の多い順に映画をランク付けしている。毎年
ランキングされる映画の数は異なるが、そのランキングさ
れた映画すべてをそのまま対象とした。後述するように順
位や収入の絶対数ではなく割合を対象とするため、この方
法が恣意性の排除の観点から最善と考えた。『日本映画産
業統計』では映画のランキングを決定するにあたり1999年
までは配給収入を基準にしているが、2000年からは興行収
入をもとに基準にしている。
各映画（洋画）についての情報（封切された年、タイトル、
ランキング、配給収入あるいは興行収入）を『日本映画産業
統計』から入手した。ただし、映画についてのジャンルの
情報は『日本映画産業統計』にはない。そのため、映画の
ジャンルについては別途、Web上のTSUTAYA on Line 
（2017）で示された作品のジャンル分けに従う。TSUTAYA 
on Lineでは、商品として扱っている映画をSF，アクショ
ン、ドラマなどに分類した（表2）。これを利用して、『日本
映画産業統計』に掲載されたランキングに登場した映画を
一つひとつ、TSUTAYA on Lineで調べあげ、記載していっ
た。しかし、『日本映画産業統計』にランキングされていな
がらTSUTAYA on Lineで検索できない映画が非常に少な
いながら存在する。これらは分析の対象からはずした。
そして、各映画のジャンルを特定した後、年ごとに、ランキ
ングされたジャンル（SF、アクションなど）毎年のジャンル
別の配給収入あるいは興行収入の合計を求めた。一方で、
毎年ランキングされた映画全体の配給収入あるいは興行収
入の合計額を求めた。そのうえで、前者のジャンル別の興
行収入あるいは配給収入を後者のランキングされた映画全
体の配給収入あるいは興行収入の合計で割り、ジャンル別
のいわゆる興行収入割合あるいは配給収入割合を求め、
これを各年のそれぞれの映画ジャンルの支持の度合いを表
すものとした。
ランキングの基準が2000年から配給収入から興行収入
に移っており、1999年までと2000年以降の間に割合を
計算する対象が異なっているが、計算の目的はそれぞれの
映画ジャンルの映画全体における位置づけを求めることで
あり、これは各年に割合を求めれば達成できるので、今回
はすべての分析対象期間を通じて掲載されたデータ（配給
収入あるいは興行収入）からそのまま割合の計算をするこ
ととした。また、過去においては、1回の上映で2本の映画
をセットで上映する場合（二本立て）もあるが、その場合は
興行収入を二等分してそれぞれの映画のジャンルに割り
振った。
この映画の収入割合と年間の景気動向一致指数（DI）と
を回帰した。景気動向指数は内閣府経済社会総合研究所公
表のものを採用した。内閣府の景気動向指数は景気を測る
ために、景況をよくあらわした経済指標（本研究の分析対
象期間における系列数は（現行は29系列）を選び出し、そ
れらを景気に先行してあらわれるか、一致してあらわれる
か、遅れてあらわれるかを基準に先行指数（現行は11系
列）、一致指数（現行は11系列）、遅行指数（現行は6系列）
の3つに分類したものである。そして、各系列内の集計上
の計算をしたうえで、あらわれる各系列の数値の変化
（上向きになったのか下向きになったのか）を測ることで現
時点での経済状況を確認した。当然、理論上は、先行指数、
一致指数、遅行指数の順で同じような波動が確認できるの
であるが、それらの変化も確認できれば、現時点が景気の
上向きの状態なのか下向きの状態なのかに合わせて、それ
が景気に先立って現れたものなのか、期を同じくあらわれ
たものなのか、なども把握できる。そのような指数の中で
今回は一致指数を採用した。
内閣府経済社会総合研究所は、内閣再編により2001年
から経済企画庁を受け継ぐ形で設置されたものである。
また、景気動向指数を構成する経済指標の内容はしばし変
更される（表3）。しかし、そのような事情にもかかわらず
内閣府が公表する景気動向指数は景気の動向をあらわす指
表2．TSUTAYA on Lineにおける映画のジャンルの分類
SF スペース、エイリアン、近未来、アドヴェンチャー、ファンタジー
アクション ポリス、スパイ、戦争、カーアクション、ギャング・マフィア、パニック、
アドヴェンチャー、犯罪、バイオレンス、ヒーロー、スカイ、ハ ドーボイル
ド、カンフ・忍者
ドラマ ヒューマン、ミュージカルダンス、伝記、ミステリー、シリアス、史劇、 
恋愛、チャイルド、コメディ、文芸、青春、チャイルド、エロティテック、
スポーツ、サイコスリラー、ラブストーリー
ホラー サイコ・オカルト、モンスター、スプラッター
キッズ ディズニー、アニメ
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標として他と比較して最善のものと考えるので、時系列で
公表したものをそのまま採用した。
なお、内閣府では、月次の景気動向指数は公表している
が、年次の景気動向指数は公表していない（かつては公表
していた）が、映画に関するデータはここでは年次しか入
手できないため、景気動向指数の方も年次に調整しなくて
はならない。ここでは統計局職員のアドバイスに従い、1
年分（12カ月分）足して12で割る方法で計算した。様々な
映画のジャンルのうち、今回はアクション映画、SF、ドラ
マ（恋愛）に注目した。
結果
図1や表4に示すように、に示すように、アクション映画
の収入割合あるいは興行収入の割合と景気動向指数DIの
関係を見ると、片方が増えると片方も増えるという関係に
なっていることがわかる。分析対象の全期間を通じてアク
ション映画の収入割合（興行収入）と景気動向指数DIの両
者を回帰してみると、プラスに有意という結果になった。
さらに、特に同じような動きをしている1984年から2004 
年までに絞って回帰分析してみると、さらに有意水準があ
がった。また、決定係数も単回帰とは思えないほど高い水
準になっている。すなわち、景気が上昇すれば市場におけ
るアクション映画への支持が増えるということが読み取れ
図1． アクション映画と一致DI（DIは小数で示している）
表3．分析対象期間における景気動向指数
第４次改定（１９７５年５月）（９系列） 第５次改定（１９８３年８月）（１２系列） 第６次改定（１９８７年７月）（１１系列）
25系列 ３０系列 ３２系列
生産指数（鉱工業） 生産指数（鉱工業） 生産指数（鉱工業）
原材料消費指数（製造業） 原材料消費指数（製造業） 原材料消費指数（製造業）
大口電力使用量 大口電力使用量 電力使用量
建築着工床面積（鉱工業） 建築着工床面積（鉱工業）
生産者出荷指数（鉱工業） 生産者出荷指数（鉱工業） 労働投入量（製造業）
投資財出荷指数（除輸送機械）
百貨店販売額 百貨店販売額
商業販売額指数（製造業） 商業販売額指数（製造業） 商業販売額指数（製造業）
経常利益（全産業） 経常利益（全産業）
中小企業売上高（製造業） 中小企業売上高（製造業）
有効求人倍率 有効求人倍率 有効求人倍率
輸入通関実績量（数量ベース） 輸入通関実績量（数量ベース）
稼働率指数 (製造業） 稼働率指数 (製造業） 稼働率指数 (製造業）
第７次改定（１９９６年６月）（１１系列） 第８次改定（１９９６年６月）（１１系列）
３０系列 ３０系列
生産指数（鉱工業） 生産指数（鉱工業）
原材料消費指数（製造業） 生産財出荷指数（製造業）
大口電力使用量 大口電力使用量
所定外労働時間指数製造業） 所定外労働時間指数製造業）
投資財出荷指数（除輸送機械） 投資財出荷指数（除輸送機械）
百貨店販売額 百貨店販売額
商業販売額指数（製造業） 商業販売額指数（製造業）
営業利益（全産業） 営業利益（全産業）
中小企業売上高（製造業） 中小企業売上高（製造業）
有効求人倍率 有効求人倍率
稼働率指数 (製造業） 稼働率指数 (製造業）
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る。ただし、ダービンワトソン比の値は2.0から離れてお
り系列相関の発生の可能性はぬぐいきれない。
アクション映画自体の定義は難しいが、例えば山下・井
上（2012）によればその内容として、ある目的や使命を持っ
た主人公が登場し、あらゆる手段を通じて（時には社会通
念上タブーとされていることを犯しても）与えられた目的
や使命を成し遂げるということになろう。それを踏まえ
て、通常そのテーマは主人公が社会枠を貫通して目標に向
かって行動する貫通行動にあると考える。ここで、アク
ション映画では、主人公が現実を舞台にして、たとえ困難
に合っても現実から逃避せず難問を解決しようという点で
現実肯定的な映画といえる。
景気が上向きになっているときは、成員自身も自らも現
実を受け入れその現実に積極的に働きかけようとすると考
える。そのため、現実の困難に直面しても何とか乗り越え
ようとするアクション映画の主人公に共感を覚え、景気の
良いときにはアクション映画が共感されたり支持されたり
するのかもしれない。
次に、SF映画の収入割合と景気動向指数DIの関係をみ
ると、図2に示すように、片方が増えると片方も増えると
いう関係になっていることがわかる。さらに、その動きが
顕著である、1984年から2002 年までに絞って回帰分析し
てみると、有意ではないものの、アクション映画とは異な
り、係数の符号はマイナスになった（表4）。これは不景気
であるほどSF映画が支持される傾向があるということに
なる。確かに映画は他の財やサービスと異なり景気が
下向きになっても比較的需要レベルは保てる産業である。
しかし、それにも限度があり、やはり、本格的に景気が悪化
すると通常はやはり需要自体は減少する。それは通常の
財やサービスと同様であるが、このようにSFが不景気に
なると、かえって支持が高まるということは、SFの支持に
関しては映画も含めた市場の通常の景気に対する反応と
は異なる、いわば景況に逆行した動きをとることを意味
する。
山下・井上（2012）によれば、SF映画のSFはサイエンス・
フィックションの略であり、現代の科学の延長線上で未来
に起こりうることをフィックションとして、描いたものと
考えられる。そのため、描かれる対象は現実と異なる世界
であり、現実とは乖離した舞台を扱っているといえる。
不景気にSFの支持が高まるということは、経済の成員や
経済状況が不景気において現実が厳しくなると、現実から
遠ざかった世界を表現するSFを求める傾向を強めるから
かもしれない。
SF映画の配給収入割合あるいは興行収入割合に見られ
た不景気になると、かえって支持が高まるという傾向は
ドラマ（恋愛）と景気動向指数DIの関係になるとさらに顕
表4．推計結果（被説明変数＝ジャンル別収入割合、説明変数＝一致DI、推計方法：最小二乗法）
推計結果 (一致DI)は満点が100で計算している。
図2． SF映画と一致DI（DIは小数で示している）
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著になる。図3に示すように、ドラマ（恋愛）の収入割合と
景気動向指数DIの関係で見ると、片方が増えると片方はか
えって減少するという関係になっていることがわかる。全
期間を通じてのドラマ（恋愛）収入割合と景気動向指数DI
の両者を回帰してみると、アクション映画とは対照的に、
マイナスに有意という結果になった（表4）。決定係数も単
回帰とは思えないほど高い水準である。これはすなわち、
景気が上昇すればドラマ（恋愛）への支持が増えるという
ことが読み取れる。ただし、ダービンワトソン比の値は2.0
から離れており系列相関の可能性はぬぐいきれない。
これは系列相関の問題を除けば、ドラマ（恋愛）は経済状
況が悪くなると支持される度合いが強くなることを意味す
る。不景気になると異性との『交遊』に回す資金も減らさ
なくてはならない。そのため、男女とも現実の異性と時間
を過ごす代わりに映画で代用させるかもしれない。あるい
は限られた資金で手軽に異性と『交遊』するにはとりあえ
ずドラマ（恋愛）を見るのが手っ取り早いであろう、また、
不景気の状況で、労働時間に割く時間でのつらい思いをド
ラマ（恋愛）手軽に癒してくれるかもしれない。
考察
本研究により、様々な映画のジャンルのうち、アクション
映画は一致DIと正の有意な相関をもち、SF映画やドラマ
（恋愛）は一致DIと負の相関があることがわかった。
アクション映画はあくまで、主人公が今置かれた現実か
ら逃げるのではなく、それに対処していこうという姿勢が
うかがえる。それに対して、SFやドラマ（恋愛）では、現実
からむしろ離れ、現実とは違った世界に身を置こうという
姿勢がうかがわれる。すなわち、景気がよいときにはアク
ションなどの現実を肯定する内容の映画の売れ行きが目立
つのに対し、景気が悪いときはSFや恋愛など現実から離
れ、現実から離れた世界に目を向けられるような映画の売
れ行きが目立つということになる。このように、映画の
ジャンルという音楽産業以外のコンテンツ産業の財あるい
は作品の性質に注目しても経済状況に見合った性質が流行
するという法則性あるいは現象が、音楽産業を離れて映画
産業に注目しても、確認できるのである。その財あるいは
作品の性質を読み解くことで、社会が経済の動きをどう受
け止めたかという社会心理がよみとれることも可能になる
ことも示唆される。さらに、これは経済状況の変化を前に
して、社会が一様な心理を持つのでなく、それに応じて多
様な変化をしていることのあらわれがここでも確認できる
と考える。
ここで見つけた法則性に対して、忠実にタイミングよく
ラインナップ組んで成功した実際の例が確認できる。まず
は緒論の再録も含まれるが、景気低迷期の1991年（DI＝
24.53）に、東宝東映はトータル・リコール（SF）、ターミネー
ター2（SF）、ダンス・ウィズ・ウルフルズ（ドラマ史劇）の
3本柱でラインナップを組んだが、それにより、その年の、
117億円という高い配給収入をあげた（ターミネーター2
（SF）は歴代配給収入2位）。また、同じく景気低迷期の
1992年（DI＝9.725）にFOXは、他の配給映画が低迷ななか、
地味な内容のエイリアン3（SF）を195億円（2位）の大ヒッ
トをさせた。これらは不況の時にSF映画が流行るという
法則性あるいは現象に忠実に守り成功した例である。
一方、失敗例として、景気低迷期の1992年（DI＝9.725）に、
東宝東映は、ツイン・ドラゴン、ザ・スタンド、チンギス・
ハーンの3本のアクション映画で挑んだが、いずれも興行
収入1億円がやっとで、会社全体にみても芳しくなかった。
これらは不況（好況）の時にはアクション映画が流行らな
い（流行る）という現象に従わず失敗した例である。洋画
の場合、米国で上映した映画をたとえば米国のメジャー配
給会社が日本に直接に配給および興行、あるいは、東映、
東宝、松竹などの日本の代表的な興行会社を介して興行す
ることになるのが通常だが、この封切のタイミングの問題
は、特に米国で封切した時期からどれだけ経過した時点で
日本での封切の時期をコントロールするかということにも
あらわれる。このコントロールにより、先に米国では評価
が得られなかったにもかかわらず、日本の上映では評価を
得た映画や、逆に、米国では評価が得られなかったにもか
かわらず、日本の上映では評価を得た映画というものが見
受けられる。もちろん、それには日米間における文化風土
の違い（他国での上映を貿易と考えるなら、これはカント
リーリスクとも解される）や日米間における営業力の違い
もあるかもしれないが、日本で封切する時点で、内容（ジャ
ンル）と周りの景況に無視意識にせよ感じたことによる
図3． ドラマ（恋愛）と一致DI（お互いの動きを見やすくする
ため、DIについては小数で表示し、４倍している）
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コントロールがうまくいった結果という側面もあると考え
る。たとえば、全米では、「めぐり逢えたら」（ドラマ恋愛） 
（ソニー・ピクチャーズ・エンターティンメント）が「クリ
フハンガー」（アクション） （東宝東映）を抑えていたが、
1994年（DI＝75）の好景気における日本では、「クリフハン
ガー」がその3倍の差をつけて、1位にランキングした。
これは好況期にアクション映画が流行り、不況期（好況期）
にはドラマ恋愛が流行らない（流行る）という法則性ある
いは現象に忠実にコントロールした結果であろう。また、
東宝東映は経済状況の芳しくない1993年（DI＝30.3）に上
映できる夏休みに封切可能であったにもかかわらず、94年
（DI＝75）正月映画に「クリフハンガー」を据えた。米国で
は、93年に米国で封切られたときにはクリフハンガーは
それほどでもなかったが、日本では爆発的ヒットにつな
がった。このように封切のタイミングによって、米国との
間に配給収入あるいは興行収入の違いが出る場合がある。
それにより、同じ財あるいは作品であっても経済や社会の
状況で違う評価をえるコンテンツ産業において、タイミン
グ一つで売り上げに差が出る可能性があることになる。
つまり、コンテンツ産業において、財あるいは作品のリリー
スのタイミングの重要性になる。
結論
ヒット曲の性質以外に映画のジャンルという、同じく
コンテンツ産業に属する映画産業が生み出す財（作品）の
性質と経済状況との関係を、時系列データを使って分析し
た。その結果、系列相関の問題を含むものの、両者に有意
な結果を持つものも確認できた。系列相関の問題も前の年
の経済状況あるいはそれを受け止める社会心理は持続する
という意味で当然のことなのかもしれない。今後は分析可
能な残りのジャンルについても同様の分析をすることが
考えられる。また、最後の節で考察した、映画の上映の
タイミングの問題を日米それぞれにおける同一の映画の
封切時の景況の違いを調べることで、統計的に推計できる
可能があると考えられる。
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Are the Genres of Japanese Movies Moved by Japanese Economic Situation (Cycle)?
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Abstract : Hobara (2013) suggested that some natures of Japanese hit songs released every year have significant 
relationships against Japanese economic situation (DI).  This study picked up the genres of movies as new samples in 
contents industry and examined the relationship against economic situation.  As a result, we could conclude that there is 
a significant relationship between some genre of movie released every year and economic situation (DI).  Action movie, 
which describe real world positively, have positive significant relationship against DI, while SF and love-drama movies, 
which make audience escape from real world, have negative significant relationship against DI.  If film-firms act according 
to such a rule, they could get good activity remark.  Otherwise, activity remark of the firms could become bad.
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